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例20-4 htitle(URLからHTMLのﾀｲﾄﾙを取り出す)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥732

例20-5 churl (URLのﾁｪｯｸ)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥734

例20-6 surl(URLを最終更新日付でｿｰﾄ)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥735

例20-7 userrepl (SQLﾃﾞｰﾀﾍﾟｰｽを使用してﾕｰｻﾞのﾛｸﾞｲﾝ時間をﾚﾎﾟｰﾄ(1))‥‥･738

例20‐8 userrep2 (SQLﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを使用してﾕｰｻﾞのﾛｸﾞｲﾝ時間をﾚﾎﾟｰﾄ(2))…‥739

例20-9 sumwww (Webｻｰﾊﾞﾛｸﾞの内容を集計)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥744

例20-10 aprept (Apacheﾛｸﾞのﾚﾎﾟｰﾄ作成)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥746

例20-11 htmlsub (HTMLﾌｧｲﾙのﾃｷｽﾄ本文だけを対象に置換)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥747

例20-12 hrefsub (HTMLﾌｧｲﾙの<A HREF=ｈ...n>ﾀｸﾞ内だけを対象に置換)……………749
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